
ご

報

告

正
定
寺
住
職
継
職

第
五
代
か
ら
第
六
代
へ

正
定
寺
第
五
代
住
職

尼
子

玄
章

梅
雨
あ
け
が
待
た
れ
ま
す
こ
の
頃
、
門
徒
の
皆

様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

令
和
二
年
度
を
む
か
え
、
正
定
寺
で
は
第
五
代

住
職
（
尼
子
玄
章
）
か
ら
第
六
代
（
尼
子
鴻
志
）

へ
の
住
職
継
職
の
手
続
き
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
四
月
、
宗
教
法
人
正
定
寺
責
任
役
員
会
・

総
代
会
を
ひ
ら
き
、
今
年
度
内
に
住
職
継
職
の
事

務
手
続
き
を
完
了
す
る
こ
と
を
提
案
、
全
会
一
致

の
了
承
を
得
ま
し
た
。

住
職
継
職
に
は
、
本
願
寺
・
法
務
局
・
宮
崎
県
・

都
城
市
へ
の
段
階
的
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

門
徒
の
皆
様
に
は
今
日
初
め
て
住
職
退
任
・
継

職
の
手
続
き
を
開
始
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
の
で

す
が
、
わ
た
く
し
は
四
年
前
か
ら
決
断
し
て
お
り

ま
し
た
。

住
職
退
任
・
継
職
の
理
由

【
理
由
一
】

わ
た
く
し
が
正
定
寺
住
職
に
就
任

し
ま
し
た
の
は
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
五
月
、

三
十
八
才
（
父
・
章
長
六
十
八
才
）
の
時
で
し
た
。

わ
た
く
し
は
現
在
六
十
八
才
、
三
十
年
が
経
ち
ま

し
た
。
自
分
自
身
が
病
気
や
死
亡
で
住
職
を
譲
る

の
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
後
見
人
と
し
て
時
間
を

持
ち
六
代
目
を
育
て
て
い
く
に
は
、
今
が
好
機
と

判
断
し
ま
し
た
。
坊
守
も
門
徒
会
長
な
ら
び
に
総

代
会
も
賛
成
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

【
理
由
二
】

二
〇
一
八
年
春
に
大
病
を
患
い
完

治
し
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
体
力
に
自
信
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
無
理
を
せ
ず
、
浄
土
真
宗
の

教
え
を
み
ず
か
ら
も
喜
び
、
門
徒
の
皆
様
に
お
伝

え
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【
理
由
三
】

副
住
職
（
尼
子
鴻
志
）
は
、
現
在

四
十
才
、
若
坊
守
（
千
懐
）
共
々
に
こ
れ
か
ら
の

成
長
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
僧
侶
の
一
番
大
切

な
仕
事
は
、
み
ず
か
ら
の
信
仰
心
を
ご
ま
か
し
な

く
深
め
、
た
え
ず
本
物
の
教
学
を
学
び
、
自
己
を

磨
き
、
自
己
脱
皮
し
な
が
ら
求
道
す
る
こ
と
で
す
。

自
己
革
新
の
脱
皮
と
求
道
心
な
く
し
て
浄
土
真
宗

の
教
え
を
人
び
と
に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

わ
た
し
く
は
今
日
の
本
願
寺
教
団
の
教
学
や
伝

道
の
あ
り
方
に
疑
問
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
超
高

齢
化
社
会
・
人
口
減
少
社
会
の
な
か
で
、
お
一
人

お
一
人
の
門
信
徒
に
「
お
念
仏
も
う
す
人
生
」
の

安
ら
か
さ
・
豊
か
さ
を
お
伝
え
で
き
な
い
今
日
の

教
団
の
現
状
や
布
教
の
あ
り
方
に
、
強
い
危
機
感

を
持
っ
て
い
ま
す
。
息
子
に
は
そ
う
な
っ
て
ほ
し

く
な
い
。
「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」
と
言
い
ま

す
。
若
さ
と
伸
び
し
ろ
の
あ
る
う
ち
に
責
任
あ
る

立
場
に
立
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

そ
し
て
い
つ
も
正
定
寺
の
護
持
・
運
営
の
全
般

を
見
渡
し
門
徒
全
体
に
心
を
く
ば
る
人
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
人
も
、
二
〇
一
四

（
平
成
二
十
六
）
年
十
一
月
、
正
定
寺
に
婿
養
子

と
し
て
入
寺
し
て
以
来
、
一
所
懸
命
よ
く
努
め
、

後
継
者
と
し
て
の
責
任
感
と
自
信
も
少
し
ず
つ
育
っ

て
き
ま
し
た
。
総
代
さ
ん
は
じ
め
門
徒
の
皆
様
か

ら
も
愛
情
を
も
っ
て
さ
さ
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

お
陰
様
で
お
寺
の
活
動
も
若
返
っ
て
き
ま
し
た
。

有
り
難
い
こ
と
で
す
。
ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
副
住

職
を
お
育
て
く
だ
さ
い
。

【
住
職
継
職
法
要
に
つ
い
て
】

今
年
秋
ま
で
に

ま
ず
本
願
寺
へ
の
手
続
き
を
す
ま
せ
ま
す
。

た
だ
し
、
「
第
五
代
住
職
退
任
・
第
六
代
住
職

継
職
」
の
法
要
に
つ
い
て
は
来
年
度
以
降
に
し
ま

す
。
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て
、
し
っ
か
り
万
全

の
準
備
し
、
全
門
徒
の
喜
び
の
な
か
で
お
勤
め
し

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【
お
願
い
】
第
五
代
住
職
と
い
う
立
場
か
ら
は
退

任
す
る
わ
た
く
し
で
す
が
、
一
僧
侶
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
正
定
寺
を
さ
さ
え
て
い
き
ま
す
。
仏
教
の

教
え
は
ど
こ
ま
で
も
深
い
の
で
六
十
代
・
七
十
代

に
な
っ
て
初
め
て
見
え
て
く
る
世
界
も
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
合
掌
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定
休
日

毎
月
第
一
月
曜
日

法
事
の
つ
と
め
方
・
三
つ
の
方
法

一
、
家
庭
に
住
職
を
招
い
て
お
つ
と
め

す
る
。
法
事
は
な
る
べ
く
家
庭
で

特
別
に
お
つ
と
め
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
門
徒
会
館
を
利
用
す
る
別
修
法
事
。

本
堂
で
お
参
り
し
会
館
で
会
食
す
る
。

三
、
お
寺
へ
の
お
参
り

あ
さ
九
時

あ
さ
十
時

お
寺
参
り
の
日

五
十
回
忌

三
十
三
回
忌

二
十
五
回
忌

十
七
回
忌

十
三
回
忌

七
回
忌

三
回
忌

一
周
忌回

忌
年

回

法

事

表

毎
年
の
ご
命
日

昭
和
四
十
六
年

昭
和
六
十
三
年

平
成
八
年

平
成
十
六
年

平
成
二
十
年

平
成
二
十
六
年

平
成
三
十
年

平
成
三
十
一
年

な
く
な
ら
れ
た
年

○そのつど社会情勢をみて実施の是非を判断し、ご連絡します。

○「蓮華座」など文書での「お知らせ」に努力します。

■ お寺での法要・行事・会議 県内の感染状況を見ながら判断

■ お葬儀・お通夜 ○遺族・親族への門徒式章貸し出しを停止しました。

■ 法 事 ○家庭での法事・お寺での別修法事は、今まで通り予約できます。

○ハガキでご案内しての「永代経法要」は、しばらく停止します。

○自分の判断で、故人の命日や都合のよい日時にお参りください。

■ 永代経法要 自主参拝にきりかえ

■ お参り 毎日あさ９時 あさ１０時 平常通り
※毎月第1月曜日はお休みです。

○マスク着用・手洗い・消毒など、各自でお願いします。

○ご自分のお念珠を忘れずにお持ち下さい。

○換気のため窓をあけておつとめすることがあります。

○お参りができない時は、お預かりでのおつとめもできます。

令和２年度 お寺参りのご案内

新型コロナウイルスの感染拡大を防止し、参拝者の 密閉・密集・密接をさける

ために、当分の間、正定寺の運営は、下記の通りとさせていただきます。

■ 永代納骨処 ○見学・相談・申込みを受け付けています。
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■

七
月
九
日
（
木
）
、
宮
崎
教
区
・
若
潮
会
（
四
十
才
未
満

の
青
年
僧
侶
の
会

会
長
：
尼
子
鴻
志

正
定
寺
副
住
職
）
は

教
区
内
八
十
七
ヶ
寺
に
「
令
和
二
年
七
月
豪
雨
で
被
災
し
た
熊

本
教
区
へ
の
復
興
支
援
物
資
」
の
拠
出
を
依
頼
し
ま
し
た
。
二

〇
一
六
年
の
熊
本
地
震
へ
の
お
見
舞
い
・
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
熊
本
教
区
の
青
年
僧
侶
と
ふ
と
い
情
報
網
を
も
つ
副
住

職
は
、
県
境
を
ま
た
い
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
な
い
現
状

で
、
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
今
必
要
と
し
て
い
る
物
資
を
宮
崎

県
内
で
募
集
し
、
お
届
け
し
よ
う
と
思
い
た
っ
た
の
で
す
。

■

七
月
十
日
（
金
）
十
三
時
半

こ
れ
を
う
け
て
正
定
寺
で

は
、
住
職
・
副
住
職
・
門
徒
会
長
の
三
名
で
対
策
会
議
。

ダ
ー
ナ
緊
急
会
議
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
緊
急
電
話
連
絡
網

を
つ
か
い
、
総
代
・
仏
婦
幹
事
に
招
集
連
絡
を
し
ま
し
た
。

■

七

月

十

一

日

（
土
）
十
三
時
半

住
職
・
副
住
職
・

門
徒
会
長
・
総
代

四
名
・
仏
婦
幹
事

十
三
名
（
計
二
十

名
）
が
集
合
。
副

住
職
が
今
回
の
熊

本
教
区
復
興
支
援

活
動
を
提
案
し
ま

し
た
。

ダ
ー
ナ
会
計
か

ら
の
お
見
舞
い
義

援
金
の
支
出
は
別

に
お
こ
な
う
こ
と

と
し
て
、
今
回
は
ダ
ー
ナ
会
計
か
ら
、
一
人
二
～
三
千
円
円
程

度
、
必
要
物
品
を
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど

か
ら
買
い
集
め
て
く
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
消
毒
液
な
ど
一
人

一
個
ま
で
と
お
店
で
購
入
制
限
さ
れ
て
い
る
商
品
も
あ
る
の
で

人
海
戦
術
で
動
き
、
領
収
証
を
も
ら
い
精
算
す
る
方
法
を
と
り

ま
し
た
。
角
ス
コ
ッ
プ
・
ゴ
ム
手
袋
・
マ
ス
ク
・
消
毒
液
・
ウ
ェ
ッ

ト
シ
ー
ト
・
雑
巾
等
々
、
い
ま
熊
本
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

必
要
と
し
て
い
る
も
の
を
、
七
月
十
四
日
に
届
け
る
こ
と
を
確

認
。
県
中
央
部
な
ら
び
に
県
北
の
支
援
物
資
は
、
宮
崎
市
の
宮

崎
別
院
へ
集
合
。
県
南
部
の
物
資
は
正
定
寺
に
集
合
。
最
終
的

に
、
全
体
を
正
定
寺
に
集
合
さ
せ
て
、
七
月
十
四
日
に
若
潮
会

会
長
＆
有
志
が
現
地
に
お
届
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
話

し
合
い
は
四
十
分
で
終
わ
り
、
「
さ
あ
、
も
う
今
日
の
内
に
車

に
乗
り
合
わ
せ
て
買
い
に
行
こ
う
」
と
い
そ
い
そ
と
動
き
出
す

頼
も
し
い
総
代
・
仏
婦
。
わ
た
し
（
住
職
）
も
角
ス
コ
ッ
プ
二

本
・
土
嚢
袋
百
枚
を
買
い
に
ハ
ン
ズ
マ
ン
に
行
き
ま
す
と
、
レ

ジ
の
列
は
に
こ
に
こ
笑
顔
の
正
定
寺
門
徒
だ
ら
け
。

■

七
月
十
二
日
（
日
）
の
九
時
・
十
時
の
本
堂
内
勤
で
も
、

住
職
法
話
の
中
で
「
熊
本
復
興
支
援
」
を
呼
び
か
け
、
Ｊ
Ａ
や

郵
便
局
な
ど
か
ら

も
ら
っ
た
タ
オ
ル

（
未
使
用
）
が
あ
っ

た
ら
、
寄
付
し
て

く
だ
さ
い
ま
せ
ん

か
と
お
願
い
し
た

ら
、
早
速
十
三
日

に
は
、
次
々
と
タ

オ
ル
が
届
き
ま
し

た
。

■

七
月
十
三
日

（
月
）

若
潮
会

メ
ン
バ
ー
の
五
條

さ
ん
（
高
崎
・
善

性
寺
若
院
）
・
大

河
内
さ
ん
（
庄
内
・
願

心
寺
若
院
）
は
、
宮
崎

市
内
や
県
北
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
支
援
物
資
を
本

願
寺
宮
崎
別
院
に
も
ら

い
に
行
き
ま
し
た
。
十

三
時
半
か
ら
は
、
正
定

寺
総
代
・
仏
婦
が
集
ま
っ

て
、
支
援
物
資
の
仕
分

け
・
分
類
リ
ス
ト
作
り
・

箱
詰
め
を
担
当
。

■

七
月
十
三
日
（
月
）

夕
方
に
は
、
副
住
職
・

五
条
さ
ん
・
大
河
内
さ

ん
・
岩
崎
さ
ん
（
小
林
・

浄
信
寺
若
院
）
が
集
ま
っ
て
最
終
点
検
し
、
運
搬
車
両
に
乗
せ

ま
し
た
。
（
運
搬
車
両
は
、
十
二
日
の
十
時
に
お
参
り
さ
れ
て

い
た
建
設
業
の
門
徒
か
ら
提
供
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
す
。
）

荷
台
満
載
の
支
援
物
資
。
緊
急
の
お
願
い
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
寺
院
様
・
門
徒
樣
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■

七
月
十
四
日
（
火
）
九
時

副
住
職
と
大
河
内
さ
ん
が
被

災
地
に
向
か
っ
て
出
発
。
現
地
僧
侶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
で

あ
る
人
吉
市
・
本
願
寺
人
吉
別
院
様
・
津
奈
木
町
・
光
明
寺
様

に
支
援
物
資
を
届
け
、
十
八
時
に
無
事
帰
山
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
七
月
豪
雨

熊
本
教
区
へ
復
興
物
資
を
支
援

支援物資を仕分ける正定寺仏婦

左から五條・大河内・尼子・岩崎さん

県内から集まったトラック満載の支援物資

■

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
正
定
寺
門
徒
会
で
は
、
お
寺
を

中
心
に
門
徒
の
災
害
被
災
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
お
見

舞
い
や
支
援
活
動
も
し
て
い
き
ま
す
。
去
年
九
月
の
台
風

で
は
、
上
馬
渡
は
停
電
が
十
日
間
も
続
き
ま
し
た
が
、
同

じ
都
城
市
内
で
も
被
災
や
・
停
電
の
状
況
が
ば
ら
ば
ら
で

把
握
で
き
ず
、
十
分
な
お
見
舞
い
・
支
援
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
門
徒
の
皆
様
と
連
絡
を
と
り
あ
い
な
が
ら
、
災

害
を
の
り
こ
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

正
定
寺
住
職

令和２年７月２０日 正定寺だより れんげざ
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お盆法要のお知らせ

お盆の法事について、ご案内いたします。法事のおつとめには、三つの方法があります。

1) 家庭でのお盆法要。家庭に、住職・親戚をまねいておつとめする。

お寺への予約状況は、まだゆとりがあります。８月７日までに、お寺にお申込み下さい。

2) お寺の門徒会館をかりて、日時を予約し、おつとめ・会食する別修法事。

予約受付中ですが、１３・１４・１５日の予約は埋まりました。

3) 家族でお寺にお参りする。ただし、密集にならないよう参拝人数をご配慮ください。

例年１３日・１４日の１０時にお参りが集中して、毎年たいへん混雑します。

新型コロナウイルス感染予防のため、三密（密集・密閉・密接）をなるべくさけるよう、

８月７日（金）～１５日（土）に日時をずらす方法もあります。お寺にご相談ください。

【お寺へのお盆参りの場合】

一、 ８月１３日 あさ９時・１０時・１１時

１４日 あさ９時・１０時・１１時

１５日 あさ９時・１０時・１１時

お盆の三日間にかぎり、午前１１時にもおつとめをします。

二、 仕事の都合などで初盆をおつとめする日を変えたい方は、

お寺にご相談ください。

◎ 平常のお参り時間 あさ９時始め・１０時始め

正
定
寺
オ
ン
ラ
イ
ン
法
事
の
開
設

■

都
城
市
を
離
れ
て
生
活
さ
れ
て
い
る
正
定
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門
信
徒

（
離
郷
門
徒
）
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
家
族
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初
盆
や
法
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に
帰
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で
き
な
い
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Ｏ
Ｏ
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ト
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ロ
ー
ド
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■

法
事
の
会
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は
正
定
寺
本
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Ｚ
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拝
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読
経
・
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話
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住
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と
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で
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時
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定
し
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準
備
を
し
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い
き
ま
す
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■

内
容
は
、
家
庭
で
の
法
事
と
同
じ
く
六
十
分
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
法
事
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非
公
開
で
す
。

■

正
定
寺
オ
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ラ
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ン
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事
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問
合
せ
・
申
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み
の
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は
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ミ
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で
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で
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d
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と
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ミ
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ッ
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法
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聞
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正
定
寺
の
日
々
の
活
動
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳しくは「a m id a n e t」https://amidanet.sakura.ne.jp/

な
や
み
ご
と
相
談
電
話

正
定
寺

電
話

0986
-64-2078


